
対応する主な 

SDGｓのゴール 

施
策
１

豊
か
な
水
と
緑
に
親
し
む
空
間
づ
く
り

特別緑地保全地区（東内野前町東特別緑地保全地区） 保全緑地（安行赤堀用水沿い斜面林保全緑地）

公園や河川において、親水性に配慮し、レクリエーション機能や防災機能を高めながら、植生や生態系に
配慮した空間を整備します。また、環境への負荷が小さく、人と自然が共生する緑豊かな都市が実現でき
るよう、市民と協力しながら緑地環境の整備や維持管理、保全を図ります。 

施策の概要 

本市に広がる貴重で豊かな自然環境を守り、市民が自然を身近に感じながら生活できるよう、水と緑に
親しめる憩いとやすらぎの空間の創出をめざします。 

施策の目標 施策の目標指標 

関連する個別計画 

川口市河川整備計画

第２次川口市緑の基本計画

地区別公園・緑地等の状況 

最終目標（R17）中間目標（R12）基準値（R５） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合     [%] 
R12実績値を
上回る 

現状値を 
上回る 

45.6 

単位施策① 

水辺環境の 

整備・保全 

・水と緑に親しめる憩いとやすらぎの水辺環境を創

出することにより、市民が自然を身近に感じ、人と

自然が共生する緑豊かなまちづくりをめざしま

す。 

・河川においては、親水性に配慮し、レクリエーション機能や防災機能を高めながら、植生や生態系に配慮

した空間を整備します。 

・治水・浸水対策のための護岸整備とともに、市民が水と緑に親しめるような、憩いとやすらぎの空間を

創出します。 

・貴重な水辺の環境に、市民がこれからも継続して親しんでもらえるよう、自然と調和した水辺環境の維

持・保全を図ります。 

・本市には、荒川、芝川などの河川や、河川

の調節池をはじめとする水辺空間が豊富

にあります。  

・旧芝川の親水護岸整備は、事業用地が確

保できた場所から順次進めていますが、橋

梁の架け換え予定箇所や、用地未買収箇所

が残っていることが課題となっています。 

単位施策の目標 現状と課題 主な取り組み 

単位施策② 

緑地環境の 

整備・保全 

・地域の実情に応じた緑地の確保を進め、環境への

負担を軽減するとともに、緑地の質の向上を図る

ことで精神的・身体的な健康の増進、コミュニティ

の醸成、都市のレジリエンスの向上等、緑地が持つ

多様な機能が発揮される都市の実現をめざしま

す。 

・公園・緑地の整備を推進することにより、市民が身

近な自然に触れ合える都市環境の形成に寄与する

とともに、スポーツレクリエーションの場や地域の

交流、健康増進を図る場の創出を図ります。さら

にヒートアイランド現象の抑制、災害時の避難場所

や延焼遮断空間としての防災機能を果たすことを

めざします。 

・将来にわたり市民が緑豊かでうるおいある環境を享受できるよう、特別緑地保全地区の指定や公有地

化を進め、市民の理解・協力を得ながら緑地の適正な維持管理を進めます。 

・「川口市緑のまちづくり推進条例」に基づく緑化の推進のほか、生垣設置や屋上緑化等による民有地の

緑化を促進します。 

・植生や生態系に配慮した公園の整備を推進するほか、地域の公園については、市民と協力しながら維持

管理を行い、緑地環境の保全を図ります。 

・開発圧力の高まりによる都市化が進行して 

おり、緑地面積が減少傾向にあります。 

・都市部における緑地の重要性に関する価

値観の醸成や、地域の実情に応じた緑地の

質・量両面からの緑地の確保が求められて

います。 

・公園や緑地空間は、環境保全機能や防災機 

能などさまざまな機能を有しています。 

保全緑地指定面積                               [ha] 
現状値を 
上回る 

現状値を 
上回る 

18.17 

親水護岸の整備延長（旧芝川）                      [m] 2,344 2,284 2,191 

豊かな水と緑に親しむ空間づくり 施策 1 

都市と自然が調和した、うるおいとやすらぎのめざす姿Ⅵ あるまち 

令和6年4月1日現在
種類 公園 緑地 その他

地区 数 数 数 数 面積(㎡)
20 6 4 30 99,251
26 2 4 32 411,717
41 0 6 47 218,123
43 1 3 47 170,733
32 6 1 39 254,849
38 3 2 43 301,670
45 0 13 58 166,833
45 3 1 49 104,473
50 10 4 64 280,850
24 0 28 52 118,319
364 31 66 461 2,126,818

新郷
神根

合計

中央
横曽根
青木
南平

芝
安行
戸塚
鳩ヶ谷
合計
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対応する主な 

SDGｓのゴール 

施
策
２

人
と
生
物
が
暮
ら
す
環
境
の
保
全

温室効果ガス排出量の推移 大気関係環境基準達成状況 

地球温暖化の防止、公害発生の防止、生物多様性の保全をめざすことにより、人と生物が暮らす良好な環
境を保全します。 

施策の概要 

市民と事業者とともに環境問題に対する意識を高め、良好な生活環境の保全と地球温暖化の防止に向け
た取り組みを積極的に推進し、市民が自然を感じながら安心して生活できるまちをめざします。 

施策の目標 
施策の目標指標 

関連する個別計画 

第３次川口市環境基本計画

第２次川口市地球温暖化対策実行計画

夜のいきもの観察会 

最終目標（R17）中間目標（R12）基準値（R５） 

この施策の推進が図られていると感じる人の割合    [％] 
Ｒ12実績値を
上回る 

現状値を 
上回る 

14.1 

単位施策① 

生活環境の 

保全 

・公害による市民の健康や生活環境への被害を防

ぎ、良好な生活環境を保全することにより、市民が

快適に過ごせるまちをめざします。 

・事業者への規制や指導を行うことで、公害の防止及び改善に努めます。 

・生活排水による水質汚濁や悪臭等の防止のため、浄化槽の適正な維持管理の指導及び単独処理浄化槽 

から合併処理浄化槽への転換について周知・啓発を図ります。 

・環境法令に基づき、大気汚染や水質汚濁等の常時監視を行い、その状況を把握し、適切な情報提供に努 

めます。 

・アスベスト、低周波音、生活排水といった多 

様化する公害問題に対し、効果的な助言・

指導及び周知・啓発の方法が求められてい

ます。 

・大気汚染や水質汚濁等の環境基準はおお

むね達成していますが、さらなる改善が必

要です。 

単位施策の目標 現状と課題 主な取り組み 

単位施策③ 

生物多様性の

保全 

・「生物多様性地域戦略」の策定により、社会的自然 

的条件に応じた生物多様性の保全をめざします。 

・生物多様性に関する周知・啓発などを行い、市民

の理解を深め、行政、市民、事業者、市民団体が連

携し、生物多様性の保全を図ります。 

・本市の生物多様性の保全施策を計画的に推進するため、「生物多様性地域戦略」を策定します。 

・一人でも多くの人が身近な自然とふれあい、生物多様性について理解を深められるように、観察会の開 

催や、チラシなどによる周知・啓発、市民参加型の生きもの調査などを実施します。 

・外来生物が生態系に与える影響などについて周知することで、本市の豊かな生態系の維持を図ります。 

・私たちの暮らしに欠かせない水や食べ物

は、生物多様性から生み出される自然の恵

みに支えられていますが、この生物多様性

は、人間のさまざまな活動や、都市開発な

どにより急速に失われつつあります。自然

と共生した持続可能な社会を実現していく

ためには、生物多様性を保全していくこと

が重要です。 

温室効果ガスの排出量削減率（基準：2０13 年度）   [％] 
ＣＯ 排出量
実質ゼロ
（2０5０年）

46.０ － 

大気関係環境基準達成状況                       [％] 1００ 1００ 91.０ 

人と生物が暮らす環境の保全 施策２ 

都市と自然が調和した、うるおいとやすらぎのめざす姿Ⅵ あるまち 

単位施策② 

地球環境の 

保全 

・脱炭素型のライフスタイルとビジネススタイルの普

及を促進し、環境に配慮した行動を継続して実践

することで、温室効果ガスの削減をめざします。 

・市民や事業者の環境意識を高めるため、環境啓発や環境学習を充実させ、省エネルギーに配慮した生活 

や事業活動を促します。これにより、温室効果ガスの排出を抑制し、地球環境に配慮した暮らしを実現し

ます。 

・家庭や事業所における、再生可能エネルギーや省エネルギー機器・設備の導入を支援し、省エネルギーに 

配慮した住宅・建築物の普及を推進します。 

・地球温暖化による猛暑日や豪雨が増加し

ており、ＩＰＣＣ により温室効果ガスが原因

であると指摘されています。温室効果ガス

は、本市では家庭部門からの排出量が多い

ものの、2０13 年度以降減少傾向にありま

す。2０5０ 年の ＣＯ 排出量実質ゼロをめ

ざし、市民・事業者・市が協力して温室効果

ガス削減を進める必要があります。 

４４４.８ ３３０ ３1９.９

６７４.２
４６９.５ ５２７

９０３.４

７1４.７ ６７３.７

６９５.５

５９８.５ ６０２.６

６３.３

７０.６ ７1.６

５.３

５.０ ４.９

０

５００

1,０００

1,５００

２,０００

２,５００

３,０００

Ｈ２５(２０1３) Ｒ２(２０２０) Ｒ３(２０２1)

（千ｔ-ＣＯ ）

ＣＯ エネルギー起源（産業部門） ＣＯ エネルギー起源（業務部門）
ＣＯ エネルギー起源（家庭部門） ＣＯ エネルギー起源（運輸部門）

ＣＯ 非エネルギー起源（廃棄物） その他ガス合計

表を入れる予定です 2,786.5 2,188.3 2,199.7 

基準年度 

※温室効果ガスの最新値が出次第、 
 差し替え予定です。 



7  

あるまち 
対応する主な 

SDGｓのゴール 

施
策
３

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

１人１日あたりの廃棄物排出量の推移 

市民・事業者・行政の三者協働により、ごみの発生を抑制、再使用、再生利用、熱回収、適正処理の順に行
い、循環型社会を推進します。さらに、ごみの散乱や不法投棄の防止に努め、自主的なまちの美化活動を
促進します。 

施策の概要 

限りある資源を大切に使用し、さらに繰り返し利用し、廃棄時には資源となるものを分別することで、ご 
みの減量をめざします。排出されたものは、適正に処理し、かつ、再資源化を促進することで、あらゆるも 
のを循環させていく社会の構築をめざします。 

施策の目標 施策の目標指標 

関連する個別計画 

川口市環境基本計画

川口市一般廃棄物処理基本計画

川口市循環型社会形成推進地域計画

川口市分別収集計画

戸塚環境センター施設整備基本計画

朝日環境センター施設整備基本計画

川口市地球温暖化対策実行計画

最終目標（R17）中間目標（R12）基準値（R５） 

 この施策の推進が図られていると感じる人の割合   [％] 
R12実績値を
上回る 

現状値を 
上回る 

4０.7 

単位施策① 

廃棄物の 

減量化・ 

再資源化 

・３Ｒ（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサ

イクル：再生利用）を促進する各種事業の実施によ

り、市内のごみ発生量を抑制し、限りある資源を有

効活用する循環型社会の推進をめざします。 

・市民・事業者・行政が協働し、自主的なまちの美化 

活動、不法投棄の未然防止を図ります。 

・マイバッグやマイボトルの使用、生ごみ処理容器の活用、食品ロスの削減等、廃棄物の減量化と再資源化

につながる周知啓発、支援金交付、講座等を実施します。 

・事業系ごみに関する情報提供及び排出指導等により、事業者による廃棄物の減量化と再資源化を促進

します。 

・ごみの分け方と出し方について、川口市ごみの分別ガイド等を活用した啓発活動を再資源化推進の根幹

と捉え、積極的に取り組みます。 

・クリーン推進員制度やまち美化促進プログラム等を活用するとともに、ごみ集積所パトロールの実施等

により、不法投棄、ポイ捨てをさせない環境づくりを図り、廃棄物の適正な排出を促します。 

・ライフスタイルの多様化や人口の増減、経

済活動によるごみの発生量や質の傾向を

捉え、本市に適した廃棄物の減量化、再資

源化が求められています。 

・限りある資源を有効に活用するために、適

切なごみの分別についての周知、啓発が必

要となっています。 

・不法投棄や散乱したごみを削減する取り組

みが求められています。 

単位施策の目標 現状と課題 主な取り組み 

単位施策② 

廃棄物の 

適正処理の 

推進 

・ごみを受け入れる施設、体制を整えることで、多様 

化するごみの処理を適切に行うことをめざしま

す。 

・焼却施設から発生する残さ等を再資源化して最終 

処分量を減らすとともに、熱エネルギーを有効活

用することで循環型社会の形成をめざします。 

・廃棄物処理施設の計画的な建替えや延命化対策

を実施することで、廃棄物処理能力の確保を図り

ます。 

・廃棄物処理施設・設備の適切な維持管理に努めるとともに、計画的に建替えや改修を実施することで、 

処理能力の確保と延命化を図り、廃棄物を安定的かつ適正に処理します。 

・廃棄物を焼却する際に発生する残さ等の再資源化を図り最終処分量を削減し、環境負荷を低減します。 

・ごみ焼却施設の発電効率や熱回収率の向上を図り、循環型社会の形成に資する廃棄物処理を推進しま 

す。 

・適正処理困難物については、製造販売業者による処理システムの構築を求めるとともに、排出者の応益 

負担の適正化に努めます。  

・産業廃棄物に係る許認可の申請に対する的確な審査や、排出事業者、処理事業者に対する指導等を通 

じ、適正処理の促進と不適正処理の未然防止に努めます。 

・ライフスタイルの多様化等により、様々な

ごみが発生しており、環境衛生の向上のた

めには、これらを受け入れる体制の整備が

求められています。 

・ごみ処理能力を確保するための廃棄物処

理施設の更新が求められています。 

・適正処理困難物の適切な受益者負担が求 

められています。 

・産業廃棄物についても適正処理を促進し

不適正処理を未然に防ぐことが求められ

ています。 

 川口市ごみの分別ガイドアクセス数             [件] 現状値を維持現状値を維持1,472,17０ 

１人１日あたりの廃棄物排出量               [ｇ／人・日] 
R12実績値を
下回る 

現状値を 
下回る 

748 

清潔で美しいまちづくり 施策３ 

都市と自然が調和した、うるおいとやすらぎのめざす姿Ⅵ 

８1６ 

７９５ 

７４８ 

７００

７２０

７４０

７６０

７８０

８００

８２０

８４０

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

(ｇ／人・日)

川口市ごみ減量キャンペーンキャラクター
「ごみまる」 

環境部広報誌 ＰRＥSS53０ 


